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 改版履歴

リビジョン 日付 主な内容

Rev1.0 2012/08/01 「ZEALコマンドリファレンスRev.7」からZEAL-S01専用ドキ
ュメントとしてリニューアル

Rev1.1 2013/02/07 ・コマンド一覧の誤りを修正
・未記載になっていた「BTCNコマンド」を追記

Rev1.1.1 2013/08/26 ・軽微な誤記の修正
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 はじめに
本マニュアルはZEAL-S01をご利用頂く開発者の方を対象としたマニュアルです。主にソフト
ウェアの使用方法についてまとめています。ハードウェアについては別紙の「ハードウェア仕様
書」をご参照ください。

尚、今後不定期で行われるファームウェアリリース時には予告なく仕様が変更される場合があ
ります。それに伴い、コマンドの追加や削除、またはパラメータや使用方法が変更される可能性
がありますのでご了承ください。
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 動作状態
ZEALには複数の「動作状態」が存在し、各動作状態によって振る舞いが変わります。
上位のアプリケーションからBTコマンドを実行し、状況に応じてZEALの動作状態を遷移
させてください。

コマンド状態
ZEALがBTコマンドを実行できる状態です。コマンド状態ではBluetoothのシリアルデ
ータ通信を行うことはできず、ZEALへ送られるデータは全てBTコマンドとして認識しま
す。送られるデータがBTコマンドと一致しない場合は自動的に破棄されます。

スキャン状態
ZEALがスレーブ側機器として、相手マスター機器からのデバイス検索や接続要求を待っ
ている状態です。スキャン状態中はBTコマンドは受け付けず、スキャン状態中にZEALへ
送信されたデータは無視されますのでご注意ください（※ガードタイム後の”@@@”を除
く）。マスターから接続されるとオンライン状態に移行します。
コマンド状態に戻るには、一旦スキャンエスケープ状態へ遷移後、BTDコマンドを実行
してスキャン状態を解除します。
スキャン状態からオンライン状態へ遷移後、マスターから切断された場合は再びスキャ
ン状態に戻りますが、オンライン状態時に自ら（スレーブ側から）BTDコマンドで切断し
た場合には、スキャン状態へは戻らず、コマンド状態に移行します。

オンライン状態
Bluetooth接続が確立され、シリアルデータ通信が可能となる状態です。オンライン状
態ではBTコマンドを実行することはできず、ZEALへ送られるデータは全てシリアルデー
タとして相手機器へ送られます。

エスケープ状態
相手機器とのBluetooth接続を維持したままコマンド入力が可能となる状態です。主に
切断時に使用します。オンライン状態からエスケープ状態へ移行するためには、ガードタ
イム（※注）の経過後、”@@@(Enterなし)”を入力します。

スキャンエスケープ状態
スキャン状態を維持したままコマンド入力が可能となる状態です。主にスキャン状態を
解除する際に使用します。スキャン状態からスキャンエスケープ状態へ移行するために
は、ガードタイム（※注）経過後に”@@@(Enterなし)”を入力します。

※注　ガードタイムとは？　→　一切入力がない時間（図1参照）
ガードタイム経過後、＠＠＠を3回連続で入力することでコマンド入力が可能なエスケープ
状態になります。

データ ＠ ＠ ＠ B T コマンド パラメータ CR

　　　　　　　
図１　ガードタイムの説明図
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図２　ZEALの動作状態遷移図

ZEAL-S01コマンドリファレンスRev.1.1.1

Copyright© All rights reserved by ADC Technology Inc.



8

 起動モード
ZEALには用途に応じた4つの起動モードが用意されています。各起動モードはZEALのモードピ
ンで切り替えます。

MODE0 MODE1

通常モード

設定値起動モード

自動接続 or 自動待受モード

ファームウェア書換モード

HIGH HIGH

LOW HIGH

HIGH LOW

LOW LOW

通常モード
電源投入後、デフォルトのシリアル設定値で起動し、コマンド状態となります（※フラ
ッシュに保存されているユーザ指定のシリアル設定値を読み込みません）。
デフォルトシリアル設定値：　9600bps, データ8bit, ストップ1bit, パリティなし

設定値起動モード
電源投入後、事前にユーザによって設定されたシリアル設定値で起動し、コマンド状態
となります（※フラッシュに保存されているユーザ指定のシリアル設定値を読み込みま
す）。

ファームウェア書換モード
ファームウェアを書き換える際に利用します（通常利用時には使用しません）。ファー
ムウェア書換には当社専用書換アプリが必要です。

自動待受モード（スレーブ）
電源投入後、事前にユーザによって設定されたシリアル設定値で起動し、自動でスキャ
ン状態になります（自動でBTA発行）。自動待受モードではスキャンエスケープ状態へ移
行することはできません。
相手マスター機器からの接続があった場合はオンライン状態に移行します。ここでもエ
スケープ状態へは移行できません。
相手から切断されるとスキャン状態に戻ります（エスケープ状態には移行できないた
め、自ら切断することはできません）。
自動待受モードで起動するためには、事前にBTOMコマンドで「自動待受」に設定して
おく必要があります（詳細はBTOMコマンドをご参照ください）。
尚、自動待受モード利用時にはCONN、およびDISCは出力されないため、Bluetooth接
続状態か否かの確認はSTO（27ピン）にてご確認ください。

ZEAL-S01コマンドリファレンスRev.1.1.1
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自動接続モード（マスター）
電源投入後、事前にユーザによって設定されたシリアル設定値で起動し、事前にBTTコ
マンドで設定された接続相手となるスレーブ機器へ自動で接続を行います（自動でBTC発
行）。
接続が確立されるとオンライン状態になります。自動接続モードではエスケープ状態へ
移行することはできないため、明示的に切断することはできません（電波環境の悪化など
により切断してしまった場合には再度自動接続を行います）。
自動接続モードで起動するには、事前にBTOMコマンドで「自動接続」に設定しておく
必要があります（詳細はBTOMコマンドをご参照ください）。
尚、自動接続モード利用時にはCONN、およびDISCは出力されないため、Bluetooth接
続状態か否かの確認はSTO（27ピン）にてご確認ください。

自動DUNモード
電源投入後、事前にユーザによって設定されたシリアル設定値で起動し、事前にBTTコ
マンドで設定された接続相手となるスレーブ機器へ自動で接続を行います（自動でBTC発
行）。
接続が確立されるとオンライン状態になります。自動接続モードではエスケープ状態へ
移行することはできないため、明示的に切断することはできません（電波環境の悪化など
により切断してしまった場合には再度自動接続を行います）。
自動接続モードで起動するには、事前にBTOMコマンドで「自動接続」に設定しておく
必要があります（詳細はBTOMコマンドをご参照ください）。
尚、自動接続モード利用時にはCONN、およびDISCは出力されないため、Bluetooth接
続状態か否かの確認はSTO（27ピン）にてご確認ください。

ZEAL-S01コマンドリファレンスRev.1.1.1
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 BTコマンド
ZEALがコマンド状態、エスケープ状態、スキャンエスケープ状態のいずれかの状態にあるとき、
BTコマンドの入力が可能です。頭文字2文字は必ず”BT”ではじまり、続けてコマンド文字とパラメ
ータを入力し、終端は”CR”を入力します。CRはキャリッジリターン(0x0D)です。アルファベット
は全て大文字を使用します。
BT入力後、CR以外の文字を送り続けると最大で36文字までZEAL内部にバッファされます。36
文字目がCR以外の場合、最初のBTが破棄されるため、後に続いてバッファされていた文字中にBT
が出現するまでは有効なコマンドとみなされなくなり、次にBTが現れる直前までは自動的に破棄さ
れます。

 コマンド一覧

コマンド 機能

A スレーブ側としてスキャン状態開始（SPP）

B ボーレートの設定

BM シリアル通信設定値（パリティ等）の設定

C マスター側としてBluetooth接続実行開始

CN ユーザフレンドリ名を取得

D 接続切断、またはスキャン状態の解除

DM 切断メッセージの設定

E 接続・非接続の確認

F セキュリティ等の接続条件フラグの設定

G ガードタイムの設定

I デバイス検索（Inquiry）を開始

K 内部保持しているリンクキーのクリア

L 各種内部設定値の参照

M 自身のBluetooth Device Addressを表示

OM 自動モード・IOモードの動作設定

P Bluetooth Passkey（PINコード）の設定

R エスケープ状態からの復帰

T 接続先相手機器の設定：フラッシュへの保存あり

TT 接続先相手機器の設定：フラッシュへの保存なし

X Bluetoothデバイス名の設定

Y 内部設定値の初期化

ZEAL-S01コマンドリファレンスRev.1.1.1
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 主要コマンド
ZEALはマスター・スレーブどちらとしても使用可能です。

 マスターとして使用する場合
• BTL（必須）

接続相手となるスレーブ機器をセットするコマンドです。

• BTC（必須）
BTLTでセットしたスレーブ機器へ接続要求を行うコマンドです。

• BTI
デバイス検索を行うコマンドです。

 スレーブとして使用する場合
• BTA（必須）

ZEALをスレーブとして検出可能なスキャン状態にするコマンドです。

 共通
• BTD

ZEALをオンライン状態、またはスキャン状態からコマンド状態へ解除する
コマンドです。

• BTOM
自動モードの切替を設定するコマンドです。

• BTB
ボーレートを設定するコマンドです。

• BTM
自身のBDアドレスを表示するコマンドです。

• BTY
ZEALの各種内部設定を出荷時状態へ戻す初期化コマンドです。

ZEAL-S01コマンドリファレンスRev.1.1.1
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 コマンド使用例
【マスターとして使用する場合】
（仮想条件）Bluetooth Device Address 00:09:7E:00:00:02に接続する。
1 接続相手を設定します。
BTT00097E000002↵

2 接続を開始します。
BTC↵

3 CONNが表示されたら接続完了
4 切断します。
@@@BTD↵
（ガードタイム中は一切入力しないでください。）

5 再接続します。
BTC↵
（各種設定は電源OFF後も保持されるため、次回からは再設定の必要はありませ
ん。）

【スレーブとして使用する場合】
（仮想条件）デバイス検索には応答します。
1 マスターからの接続を受けるため、スキャン状態にします。
BTA↵

2 マスター側から接続を実行され、CONNが表示されたら接続完了

ZEAL-S01コマンドリファレンスRev.1.1.1
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 リザルトコード
BTコマンドの実行結果を通知する文字列です。文字列の後、CR・LFが出力されます。LFはライ
ンフィード(0x0A)です。また、独自のレスポンスが設定されているコマンドもあります。詳細は各
コマンドのページをご参照ください。

 注意点
 BTコマンド実行後、リザルトコードが返るまで、次のBTコマンドは実行しないでくださ
い。

リザルトコード 意味

ACKN コマンド受付

CONN Bluetooth接続確立

DISC 切断

TERM コマンドの実行終了（結果数が可変なものなど）

NG00 コマンドの実行失敗

NG01 定義されていないコマンド

NG04 Baseband接続失敗（PageTimeout）

NG05 認証失敗

NG06 PINコードまたはキーの消失によるペアリング失敗

NG08 Baseband接続失敗（ConnectionTimeout）

NG0C 無許可のコマンド（実行不能な状態にある場合など）

NG10 Baseband接続失敗（ConnectionAcceptTimeout）

NG12 パラメータの値が不正

NG30～NG46 Bluetooth接続処理中のエラー（※1）

※1　Bluetooth接続処理中、何らかのトラブルによって処理がエラーとなってしまった場合に返るリザ
ルトコードです。電波環境の悪化など、トラブルの原因が一時的なものである可能性がありますので、
再度接続を試みてください。
 

ZEAL-S01コマンドリファレンスRev.1.1.1
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 注意事項

・ 　 本製品には出荷時検査やデバッグ等に利用するための非公開コマンドやパラメータが存在し
ています。本コマンドリファレンスに掲載されていないコマンドやパラメータの実行は全て動作
保証外となりますのでご注意ください。
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 各コマンドの使用方法

 Aコマンド
 動作

スレーブとしてスキャン状態を開始します。Aコマンドが実行可能なのは「コマンド
状態」時に限ります。スキャンが開始され、相手マスター機器からのデバイス検索
(Inquiry)や呼び出し(PageScan)に応答します。
接続処理が途中でうまくいかなかったり、切断されたりした場合には再びスキャン
状態に戻ります。
スキャン状態でマスター機器からの接続要求に応答するかどうかはBTFコマンドで
設定可能です（※詳細はBTFコマンドをご参照ください）。
スキャン状態中のZEALはコマンドを受け付けません。スキャン状態中にZEALへ送
信されたデータは無視されますのでご注意ください（※ガードタイム後の”@@@”を除
く）。スキャン状態を解除するためには一旦スキャンエスケープ状態へ移行した後、
BTDコマンドを実行してください。

 パラメータ
なし

 コマンド入力例
BTA↵ 

 レスポンス
ACKN↵  コマンド受付
CONN↵  相手からの接続を通知

 注意事項
最初にBTAコマンドを受け付けたことを示すACKNが返され、スキャン状態になりま
す。その後、相手から接続されるとCONNが返されます。
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 Bコマンド
 動作

UARTのボーレートを設定します。
 パラメータ

BTBdddd　dは10進数2～4桁
設定可能なボーレートは以下の通りです。
デフォルトは96です。

ボーレート 設定値

1200bps 12

2400bps 24

4800bps 48

9600bps 96

19200bps 192

38400bps 384

57600bps 576

115200bps 1152

230400bps 2304

460800bps 4608

921600bps 9216

 コマンド入力例
BTB384↵  ボーレートを38.4kbpsに設定
BTB1280↵  ボーレートを128kbpsに設定

 レスポンス
ACKN↵  コマンド受付

 注意事項
 自動モード、およびシリアル設定値起動モードのときは、このコマンドで設定さ
れたボーレートが起動時に適用されます。 

 通常モードでの起動時には、このコマンドで設定されたボーレートが参照され
ず、必ずデフォルトの9,600bpsで起動します。

 設定値はフラッシュに保存されるため電源を切っても有効です。
 リザルトコードを変更前のボーレートで出力した後、指定ボーレートに変更され
ます。

ZEAL-S01コマンドリファレンスRev.1.1.1
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 BMコマンド
 動作

UARTのパリティとストップビットを設定します。
 パラメータ

16進数で指定します。0-9, A-Fを1文字、各ビットの意味は下表を参照してください。

bit 意味

3 データビット数（0：8bit）※注

2 パリティビットの有無（0：なし, 1：あり）

1 パリティの種類（0：偶数, 1：奇数）

0 ストップビット数（0：1bit, 1：2bit）

 コマンド入力例
BTBM6↵  データ8bit, 奇数パリティ, ストップ1bit

 レスポンス
ACKN↵  コマンド受付

 注意事項
¥ データビット長は8bit固定で変更できません（7bit不可）。 
¥ 自動モード、およびシリアル設定値起動モードのときは、このコマンドで設定さ
れたUART設定が起動時に適用されます。

¥ 通常モードでの起動時には、このコマンドで設定されたUART設定が参照され
ず、必ずデフォルトのノンパリティ、ストップビット1bitで起動します。

ZEAL-S01コマンドリファレンスRev.1.1.1
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 Cコマンド
 動作

（マスター側として）接続先相手機器に接続を開始します。Cコマンド実行前に接続相
手となるスレーブ機器のBDアドレスをBTTコマンド、もしくはBTTTコマンドで設定
しておきます。
Cコマンドが実行できるのは「コマンド状態」時に限ります。

以下の手順（内部処理）を経て、接続が確立されます。
1．呼び出し(PageScan)の実行
2．認証や暗号化などのセキュリティ機能の手続きを行い、Bluetoothリンク確立
3．相手機器のSerial Port Profileサービスを検索しサーバーチャネルを取得
4．サーバーチャネルへ接続し、Bluetooth接続確立

接続先相手機器を変更する場合は再度BTTコマンドで設定しなおしてください。
コマンドの終端をCR・LFにした場合、ZEALはCRの時点でコマンドを受理してしまう
ため、接続後にLFがデータとして相手機器に送信されてしまいます。ご注意くださ
い。

 パラメータ
なし

 コマンド入力例
BTC↵

 レスポンス
ACKN↵  コマンド受付
CONN↵  接続が確立

 注意事項
 最初にコマンドを受け付けたことを示すACKNが返され、その後、接続完了時に
CONNが返されます。

 BTC実行後、CONNが出力されるまでには通常およそ3秒程度要しますが、初回
接続時にはリンクキー生成処理が行われるため、数秒程度かかる場合がありま
す。
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 CNコマンド
 動作

BTTコマンド（もしくはBTTTコマンド）で設定されている接続相手機器のユーザフレ
ンドリ名（Bluetoothデバイス名）を取得します。CNコマンド実行前に接続相手とな
るスレーブ機器のBDアドレスをBTTコマンドで設定しておきます。
CNコマンドが実行できるのは「コマンド状態」時に限ります。

 パラメータ
なし

 コマンド入力例
BTCN↵

 レスポンス
ACKN↵  コマンド受付
Nokia6680↵  機器名が表示される(UTF-8)
TERM↵  取得完了

 注意事項
最初にコマンドを受け付けたことを示すACKNが返され、その後、相手機器名がUTF-8
エンコーティングで返されます。
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 Dコマンド
 動作

オンライン状態からBluetooth接続を切断し、コマンド状態に移行します。
また、スキャンエスケープ状態時にはスキャン状態を解除し、コマンド状態へ移行しま
す。

 パラメータ
なし

 コマンド入力例
BTD↵

 レスポンス
ACKN↵  コマンド受付
DISC↵  切断完了

 注意事項
切断時には最初にコマンドを受け付けたことを示すACKNが返され、その後、切断が
完了したことを示すDISCが返されます。スキャン状態解除時にはACKNのみが返りま
す。
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 DMコマンド
 動作

相手から切断されたことを通知する「切断メッセージ」を設定します。デフォルト
は”DISC”です。
切断を実行する側（BTDコマンドを発行する側）は、切断が完了するとリザルトコー
ドとして”DISC”が返りますが、切断された側に”DISC”を出力すると、データの中
に”DISC”が含まれる可能性がある場合、データとリザルトの区別がつきません。その
ため切断された側のリザルトコードの文字列をユーザが設定できるようになっていま
す。
ここで設定する文字列は受信データに含まれない文字列を設定するようにしてくださ
い。文字列を表示しない設定も可能です。
文字列を表示する設定になっている場合、設定した文字列の後にCR・LFが付加されて
表示されます。

 パラメータ
切断されたときに表示する文字列（最大8文字）をASCIIコードで指定します。
00は文字列終端と認識されるのでご注意ください。
パラメータを指定しなければ文字列を表示しない設定となります。
ASCIIコードに含まれないバイナリも設定できますが、00は終端と表しますのでご利
用いただけません。

 コマンド入力例
BTDM3031323334353637↵ ”01234567”を設定
BTDM↵    文字列を表示しない
BTDM↵    文字列を表示しない
BTDM3031323300353637↵ ”0123”を設定（00を終端と認識）

 レスポンス
ACKN↵    コマンド受付
NG12↵    パラメータが不正
NG00↵    設定に失敗
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 Eコマンド
 動作

ZEALの状態（接続状態、切断状態）を返します。Bluetooth接続確立時には一旦エス
ケープ状態にする必要があるため「@@@BTE」というように「@@@」とセットで使
用します。

 パラメータ
なし

 コマンド入力例
BTE↵ 

 レスポンス
CONN↵  接続状態（オンライン状態）
DISC↵  コマンド状態（切断）
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 Fコマンド
 動作

ZEALのセキュリティ機能を接続時に利用するかどうかなど、各種機能のON/OFFフラ
グを設定します。設定値はフラッシュに保存されるため、電源OFF後も有効です。

 パラメータ
16進数1バイトでフラグを設定。下表に定義されていないビットは0を設定してくださ
い。1を設定したときの動作は保証されません。

Bit 意味

7 予約済み：設定する場合は0を指定してください。

6 予約済み：設定する場合は0を指定してください。

5 予約済み：設定する場合は0を指定してください。

4 予約済み：設定する場合は0を指定してください。

3 マスター・スレーブのロールスイッチ要求を受け入れるか？
【1：受け入れる】で固定

2 デバイス検出（Inquiry）に応答するかどうか
【1：応答する, 0：応答しない】

1 認証を行うかどうか
【1：認証を行う, 0：認証を行わない】

0 データを暗号化するかどうか
【1：暗号化する, 0：暗号化しない】

 コマンド入力例
BTF04↵  デバイス検出に応答、その他の機能は利用しません。 

 レスポンス
ACKN↵  コマンド受付
NG12↵  パラメータが不正
NG00↵  設定に失敗
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 Gコマンド
 動作

ガードタイムを設定します。設定値はフラッシュに保存されるため、電源OFF後も有
効です。

 パラメータ
ガードタイムを80ms単位10進数で設定。設定可能範囲は10-255。

 コマンド入力例
BTG50↵  ガードタイムを4秒に設定 

 レスポンス
ACKN↵  コマンド受付
NG12↵  パラメータが不正
NG00↵  設定に失敗
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 Iコマンド
 動作

デバイス検索(Inquiry)を実行します。
Iコマンドが実行できるのは「コマンド状態」時に限ります。

 パラメータ
BTIx
BTIコマンドのパラメータは最大検索数（x）です。最大検索数は1～8（10進数1桁）
をパラメータとして指定してください。

最大検索数

フォーマット

範囲

単位

10進数1桁

1 - 8

台

 検索を停止する
BTI実行中、検索を停止したい場合にはBTI0を実行してください。最大検索数に到達
前、またはタイムアウト前に検索を停止することが可能です。

 レスポンス
 コマンド成功レスポンス
BTIコマンドを実行し、検索開始に成功するとACKNが返ります。

 検索結果レスポンス
hhhhhhhhhhhh-s-cccccc-oooo　　

 上記の内、最初の12桁が16進数で表したBDアドレスとなります。
 検索終了レスポンス
検出機器数が最大検索数に到達した場合、またはタイムアウトに達した場合には
TERMが返ります。

 検索停止レスポンス
BTI0によって途中で検索を停止した場合にはACKNが返ります。

 注意事項
周囲に検出可能なBluetooth機器が複数存在する場合、検出される機器の順番はラン
ダムです。BTIコマンド実行のたびに同じ順番とは限りませんのでご注意ください。
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 コマンド入力例
ユーザ入力は斜体です。
ZEALからのレスポンスは太字です。
 入力例1
最大検索数2件で検索する。
※タイムアウト前に最大検索数に到達した場合
BTI2↵
ACKN↵
00097E000002-1-000000-1234↵
00097E000003-1-000000-1234↵
TERM↵

 入力例2
検索の途中で目的の機器が見つかった場合や単純に検索を中止したい場合などは
BTI0で検索を停止することができます。
※BTI0で検索を停止した場合にはTERMは出力されません。
BTI2↵
ACKN↵
00097E000002-1-000000-1234↵
00097E000003-1-000000-1234↵
BTI0↵
ACKN↵
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 Kコマンド
 動作

リンクキーを消去します。リンクキーは認証時に自動生成され、ZEAL内部に保存され
るリンクキーは1台分のみです。2台目以降はリンクキーが上書きされます。

 パラメータ
なし

 コマンド入力例
BTK↵

 レスポンス
ACKN↵  実行完了
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 Lコマンド
 動作

ZEAL内部設定値を取得します。
 パラメータ

16進数1バイトの文字列表現でどの設定値を取得するか指定します。

パラメータ 取得する値

00

01

02

03

05

06

07

08

09

0D

接続先相手機器（BTTで設定した値）

Bluetooth Passkey（BTPで設定した値）

ガードタイム（BTGで設定した値）

各種設定フラグ（BTFで設定した値）

デバイス名（BTXで設定した値）

ファームウェアバージョン

ボーレート（BTBで設定した値）

シリアル通信設定（BTBMで設定した値）

切断メッセージ（BTDMで設定した値）

フラッシュROM消去回数

 コマンド入力例
BTL00↵   接続先相手機器を取得

 レスポンス
hhhhhhhhhhhh↵　　　 （例）00097E000002↵
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 Mコマンド
 動作

自身のBluetooth Device Addressを表示します。
 パラメータ

なし
 コマンド入力例

BTM↵
 レスポンス

hhhhhhhhhhhh↵　　　 （例）00097E000002↵
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 OMコマンド
 動作

自動モードで起動した場合の動作状態、およびIO出力の設定を行います。IO出力とは
接続と切断の状態をSTOピン（27番ピン）に出力する機能です。接続状態ではSTOピ
ンがLOWになり、それ以外の時はHIGHになります。

 パラメータ
16進数2桁（1バイト）で設定します。デフォルトは”00”です。
下位4bitは自動モードでの挙動の設定、上位4bitはIO出力の設定です。

＜下位4bit＞

パラメータ 自動モードでの挙動

0

1

2

3

自動待受モード

自動接続モード

予約済み：設定しないでください

自動DUNモード

＜上位4bit＞

パラメータ 自動モードでの挙動

0

1

IO出力なし

IO出力あり

 コマンド入力例
BTOM01↵  自動接続モード、IOなしに設定
BTOM10↵  自動待受モード、IOありに設定

 レスポンス
ACKN↵  コマンド受付
NG12↵  パラメータが不正
NG00↵  設定に失敗
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 Pコマンド
 動作

Bluetooth Passkey（PINコード）を設定します。デフォルトは”0123”です。設定し
た値はフラッシュに保存されるため、電源OFF後も有効です。

 パラメータ
自分のBluetooth Passkeyを最大16文字まで設定できます。文字はASCIIコードで入
力します。Bluetoothの仕様上、0-9（0x30-0x39）までの数字のみで設定してくだ
さい。

 コマンド入力例
BTP30313233↵  Passkeyを”0123”に設定

 レスポンス
ACKN↵   コマンド受付
NG12↵   パラメータが不正
NG00↵   設定に失敗
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 Rコマンド
 動作

エスケープ状態、スキャンエスケープ状態からそれぞれオンライン状態、スキャン状態
へ復帰します。

 パラメータ
なし

 コマンド入力例
BTR↵

 レスポンス
ACKN↵  復帰完了
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 Tコマンド
 動作

マスター側としてBTCコマンドを実行した際に接続要求を行う相手機器のBluetooth 
Device Adressを指定します。BTTコマンドで設定した値はフラッシュに保存される
ため、電源OFF後も有効です。

 パラメータ
最初の1文字はPage Scan Repetition Mode（0, 1, 2のいずれか。基本は1を指定）
次の12文字は接続先相手のBluetooth Device Adressを16進数ビッグエンディアンで
設定します。

 コマンド入力例
BTT100097E000002↵ 接続相手を”00:09:7E:00:00:02”に設定

 レスポンス
ACKN↵   設定完了
NG12↵   パラメータが不正

 TTコマンド
 動作

Tコマンド同様、BTCコマンド実行時の接続要求相手のBluetooth Device Adressを
指定するコマンドですが、TTコマンドで設定した値はフラッシュに保存されないた
め、電源OFF後は無効となります。
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 Xコマンド
 動作

Bluetoothデバイス名を設定します。デフォルトは”ZEAL-S01”です。
 パラメータ

文字列を32文字以内で指定してください。
 コマンド入力例

BTXZEAL↵  デバイス名を”ZEAL”に設定
 レスポンス

ACKN↵  コマンド受付
NG12↵  パラメータが不正
NG00↵  設定に失敗
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 Yコマンド
 動作

内部保存値を出荷状態に書き換えます（初期化）。コマンド実行直後にフラッシュメ
モリ内部の値は初期化されますが、動作に反映されるのはリセット後となります。
誤操作防止のためダミーパラメータとして35CAを付加します。

 パラメータ
35CA

 コマンド入力例
BTY35CA↵

 レスポンス
ACKN↵  実行完了
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 [付録] Bluetoothに関する補足説明
ZEAL-C02をご利用いただく上でヒントとなるBluetoothに関する補足説明です。一部、ZEAL
特有の仕様や定義も含まれます。
※本文中の斜体文字　：　該当するBTコマンド

 マスター / スレーブ
Bluetoothのシリアル通信は通常1対1で行われ、双方の機器はマスター・スレーブのい
ずれかの役割を担います。マスターを「送信側」、スレーブを「受信側」と表現されるこ
とがありますが、Bluetoothは双方向通信となるため、その表現は適切ではありません。

マスター：　接続する側　 →　接続処理（BTCコマンド）
スレーブ ：　接続される側　 →　スキャン状態（BTAコマンド）

役割によってBluetooth接続前の挙動が異なります。マスターはスレーブに対して接続処
理を行います。一方、スレーブはマスターからの接続要求に応えるため、スキャン状態に
しておきます（※一般的に「待受」と表現することも多い）。接続完了後は双方の違いを
意識することはあまりありません。

 Bluetooth Device Address （類語：アドレス、BDアドレス）
Bluetooth機器は各端末それぞれが全世界でユニークな48bitのアドレスを保持していま
す。このアドレスは重複することがないため、1つのアドレスに対して必ず1台の端末が特
定されます。ZEALの場合はBTMコマンドで取得可能です。

 デバイス検索（類語：検索、Inquiry）
マスター機器はデバイス検索（BTIコマンド）によって通信可能圏内にある周囲の
Bluetooth機器を検索し、スキャン状態のスレーブ機器からBDアドレスを取得することが
できます。デバイス検索は接続相手機器のBDアドレスが不明な場合や、特定の機器がスキ
ャン状態であるかどうかの確認に有効ですが、接続相手機器のBDアドレスを既に知ってい
る場合や、接続相手が機器登録済みの場合には、毎度接続前にデバイス検索を行う必要は
ありません。

 認証（類語：ペアリング、機器登録）
Bluetoothでは接続処理時に認証機能を有効にすることができます。
スキャン状態のスレーブに対してマスターから接続要求があると、まず双方の「認証設
定」を確認します。どちらかの機器が「認証あり」を要求した場合、相手機器の認証設定
に関わらず、認証処理として「リンクキー」の参照を行います。
双方が保持するリンクキーが一致すれば認証成功として接続処理へ向かいます。リンク
キーを保持していない場合、または保持しているリンクキーが一致しない場合には、
Passkeyによる認証を行います。
相手機器と同じPasskeyを入力し、Passkey認証に成功すれば「認証成功」です。リン
クキーが自動生成され、これをお互いが保持することで次回以降の接続ではPasskey入力
なしで認証が行われます。この一連の処理、およびリンクキーが保存された状態を一般的
に「ペアリング」または「機器登録」と呼びます。PCや携帯電話などのコンシューマ向け
Bluetooth機器では事前にペアリングを行うことで、認証と接続の操作が分けられている
のが一般的ですが、ZEALでは操作を簡略化するためにBTCコマンド（接続処理）にペア
リング処理も含めています。
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尚、ZEAL-S01が保持できるリンクキーの数は1台分のみです。2台目以降の接続時には
古いリンクキーが上書きされますのでご注意ください。

 暗号化
Bluetoothには通信データを暗号化する機能があり、ZEALはセキュリティ・モード３
（リンクレベル強制セキュリティ）をサポートしています。暗号化の利用には認証を通過
していることが必須条件です。ZEAL-S01ではBTFコマンドにて暗号化の有無を設定する
ことが可能です。
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